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金属 製 容器 （金 属製 ドラ ム等 を除 く 。） の性 能試 験及 び安 全性 能に

関す る 基準 に係 る細 目基 準

平 成４ 年７ 月１ 日 制定

最終 改正 平 成 10年７ 月 13日

第１ 目的

こ の基 準 は、 金属 製容 器（ 金属 製ド ラ ム等 を除 く。 ）の 性能 試験 及び 安 全性 能

に関 する 基 準（ 以下 「安 全性 能基 準等 」 とい う。 ）第 ７に 基づ き、 金属 製 容器

（金 属製 ド ラム 等を 除く 。以 下同 じ。 ） の試 験確 認を 実施 する にあ たり 必 要な 基

準の 細部 事 項に つい て定 める こと を目 的 とす る。

第２ 用語 の 意味

こ の基 準 で用 いる 用語 の意 味は 、運 搬 容器 の試 験確 認に 係る 業務 規程 （ 以下 ｢

業務 規程 」 とい う。 ）の 例に よる 。

第３ 性能 試 験基 準

１ 供試 品 の確 認

供試 品 は、 試験 確認 に係 る申 請の 対 象と 同一 のも ので ある こと を直 尺 、ミ ル

シ －ト 、 板厚 計等 によ り確 認す る。

２ 落下 試 験

（１ ）安 全 性能 基準 等第 ６、 １（ ２） ウ （ア ）に 規定 する 落下 姿勢 は、 金 属板 製

１８ リ ット ル缶 等に あっ ては 、当 分 の間 、第 １回 落下 は底 面を 下に し てそ れ

が衝 撃 点と なる よう に対 面落 下さ せ 、第 ２回 落下 は省 略す るこ とが で きる 。

（２ ）安 全 性能 基準 等第 ６、 １に 規定 す る落 下試 験の 判定 につ いて は、 金 属板 製

１８ リ ット ル缶 等に あっ ては 、当 分 の間 水平 面上 に落 下し た衝 撃音 を 聴取 し

てか ら ５分 以内 にお ける 漏え いの 有 無に より 、判 定を 行う こと がで き る。

（３ ）プ ラ スチ ック 内容 器付 きの もの に あっ ては 、ガ ス抜 き孔 及び 外装 容 器か ら

の漏 え いの 有無 を前 （２ ）の 例に よ り判 定す るも のと する 。

３ 気密 試 験

（１ ）プ ラ スチ ック 内容 器付 きの もの に あっ ては 、空 気圧 力を 加え た供 試 品を ガ

ス抜 き 孔を 上面 にし 、当 該ガ ス抜 き 孔が 最上 部に なる よう な角 度に 保 持さ せ

て水 没 させ るも のと する 。

（２ ）前 （ １） によ り全 没さ せた 供試 品 から 排出 され る気 泡が 収ま り、 外 装容 器
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と内 容 器の 間隙 の空 気が 排出 され た と判 断し てか ら５ 分間 試験 圧力 を 加え る

もの と する 。

４ 内圧 試 験

（１ ）供 試 品は 、胴 体溶 接部 等最 も弱 い と認 めら れる 部分 が上 面と なる よ う横 置

きに し 、安 全性 能基 準等 第６ 、３ （ ３） に定 める 試験 圧力 にな るま で 水を 注

入す る 。

（２ ）試 験 を行 うた めに 装着 した ふた 類 の部 分か ら漏 れが ある 場合 は、 金 属製 容

器の 口 金部 に欠 陥の ある 場合 を除 き 、ふ た類 を交 換し 再度 試験 を行 う こと が

でき る 。

（３ ）プ ラ スチ ック 内容 器付 きの もの に あっ ては 、内 容器 から 漏れ が容 易 に判 断

でき る よう 、外 装容 器の ガス 抜き 孔 が下 にな るよ うに 横置 きの 状態 に して 加

圧す る 。

５ 積重 ね 試験

供試 品 の上 部に 加え る荷 重は 、次 式 によ り算 出す るも のと する 。こ の 場合 に

お いて 、 （３ －ｈ ）／ ｈの 小数 点第 １ 位以 下は 、切 り上 げる もの とす る 。

３ －ｈ
＝ Ｗ ×Ｗ

ｈ

：供 試品 の上 部に 加 える 荷重 (Ｎ )Ｗ

Ｗ ：容 器１ 個当 たり の 内容 物を 含む 重量 (Ｎ )

ｈ ：供 試品 の高 さ (m)

附 則 （ 平 成４ 年７ 月１ 日制 定）

この 基準 は 、平 成４ 年７ 月１ 日か ら実 施 する 。

附 則 （ 平 成１ ０年 ７月 １３ 日一 部改 正 ）

この 基準 は 、平 成１ １年 １０ 月１ 日か ら 実施 する 。


